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うぶ花しょ/ 満開
うぶ園櫛生しょ

六
月
二
日
、
大
洲
市
菅
団
地
区
の

「菅

団
地
区
活
性
化
推
進
会
議
」
と
「
菅
田
の

未
来
を
考
え
る
会
」
の
メ
ン
バ
ー
ら
約
四

十
人
が
、
櫛
生
福
祉
セ
ン
タ
ー
横
の
し
よ

う
ぶ
園
を
訪
れ
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
大
洲
地
区
農
業
改
良
普
及
セ

ン
タ
ー
が
昨
年
度
か
ら
実
施
し
て
い
る

「集
落
の
景
観
づ
く
り
事
業
」
の
一
環
と

し
て
、
し
よ
う
ぶ
圏
整
備
な
ど
の
住
み
よ

い
環
境
づ
く
り
を
実
践
し
て
い
る
櫛
生
地

区
を
視
察
し
た
も
の
で
、
色
と
り
ど
り
一

面
に
咲
き
誇
る
満
開
の
花
し
よ
う
ぶ
を
前

に
、
参
加
者
か
ら
は
思
わ
ず
感
嘆
の
声
が

あ
が
っ
て
い
ま
し
た
。

こ
の
し
よ
う
ぶ
圏
は
、
地
元
の
皆
さ
ん

に
よ
り
平
成
七
年
六
月
か
ら
整
備
さ
れ
て

き
た
も
の
で
、
今
年
で
丸
二
年
が
経
過
。

毎
年
、
六
月
上
旬
頃
に
は
、
高
さ
約
八

十
仰
に
育
っ
た
約
三
十
種
類
の
花
し
よ
う

ぶ
が
、
そ
の
美
し
く
大
き
な
花
び
ら
を
優

雅
に
携
え
、
私
た
ち
の
心
を
和
ま
せ
て
く

れ
ま
す
。
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ごみ問題一一一一

前
回
の
こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
、
市
町
村
に
は
一
般
廃
棄
物
を
処

分
す
る
責
任
が
あ
り
、
住
民
は
こ
れ
に
協
力
す
る
義
務
が
あ
る

こ
と
を
述
べ
ま
し
た
。
今
回
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
義
務
と
責
任

に
応
じ
て
中
間
処
理
さ
れ
た
ご
み
に
つ
い
て
考
え
ま
す
。

明
般
的
に
廃
棄
物
は
、
中
間
処
理
に

一
よ
っ
て
資
源
化
物
を
回
収
し
た
後
、

最
終
処
分
場
に
埋
め
立
て
ら
れ
ま
す
。

東
京
湾
夢
の
島
埋
立
地
や
、
大
阪
湾
フ
ェ

ニ
ッ
ク
ス
計
画
に
よ
る
埋
め
立
て
な
ど

が
有
名
で
す
が
、
九
三
年
度
に
全
国
で

最
終
埋
め
立
て
さ
れ
た
廃
棄
物
の
量
は
、

産
業
廃
棄
物
が
、
そ
の
排
出
量
の
約
二

O
%
に
当
た
る
八
、
九
O
O
万
J
、
一

般
廃
棄
物
が
、
そ
の
約
三
O
%
に
当
た

る
一
、
七
O
O
万
J
に
達
し
て
お
り
、

依
然
と
し
て
増
加
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

昨年度閉鎖された長浜町最終処分場

こ
、
つ
い
っ

た
状
況
に
も

関
わ
ら
ず
、
最
終

処
分
場
の
新
規
建

設
数
は
減
少
傾
向

に
あ
り
、
こ
の
数

値
を
基
に
最
終
処

分
残
余
容
量
を
推

計
す
る
と
、
全
国

平
均
二
j

二
一
年
分

の
容
量
し
か
残
っ

て
い
な
い
と
の
推

計
も
な
さ
れ
て
い
ま
す
。

新
し
く
最
終
処
分
場
を
建
設
す
る
こ

と
が
困
難
に
な
っ
た
の
は
、
地
域
住
民

の
処
分
場
の
安
全
性
に
対
す
る
技
術
的

な
不
安
感
や
、
行
政
へ
の
不
信
感
が
あ

る
た
め
と
推
測
さ
れ
、
ま
た
、
全
国
的

に
廃
棄
物
排
出
量
・
最
終
処
分
量
は
増

加
基
調
に
あ
る
た
め
、
抜
本
的
対
策
が

講
じ
ら
れ
な
い
限
り
、
引
き
続
き
健
全

な
社
会
シ
ス
テ
ム
を
維
持
す
る
こ
と
は

不
可
能
で
あ
る
、
と
の
悲
観
的
予
測
も

な
さ
れ
て
い
ま
す
。

Jr
浜
町
で
も
、
峰
大
越
・
柿
早
両
地

主
主
区
住
民
の
協
力
を
得
て
、
敷
地
面

積
約
五
千
2m
の
最
終
処
分
場
を
建
設
し
、

昭
和
六
十
年
に
使
用
を
開
始
し
ま
し
た

が
、
昨
年
度
の
閉
鎖
以
降
も
、
次
期
処

分
場
建
設
の
め
ど
は
立
っ
て
い
ま
せ
ん
。

こ
の
間
に
埋
め
立
て
ら
れ
た
廃
棄
物
は
、

焼
却
灰
と
ガ
ラ
ス
・
閑
磁
器
く
ず
が
ほ

と
ん
ど
で
、
埋
め
立
て
量
は
、
約
六
、

六

o
o
d
(約
九
、
五
O
O
J
)
に
な
っ

て
い
ま
す
。

こ
の
最
終
処
分
場
は
、
埋
め
立
て
に

よ
り
す
べ
て
が
終
了
す
る
も
の
で
は
な

く
、
長
い
期
間
に
わ
た
っ
て
焼
却
灰
中

の
有
機
物
の
分
解
が
続
き
、
侵
入
水
に

よ
る
溶
出
物
質
の
浸
出
が
発
生
す
る
た

め
、
地
盤
の
安
定
と
侵
出
水
に
よ
る
土

壌
汚
染
や
地
下
水
汚
染
が
起
こ
ら
な
い

よ
う
、
安
全
が
確
認
で
き
る
ま
で
維
持

管
理
を
行
う
必
要
が
あ
り
ま
す
。
そ
の

た
め
、
住
民
も
事
業
者
も
で
き
る
限
り

ご
み
の
排
出
量
を
削
減
し
、
行
政
と
一

体
化
し
て
リ
サ
イ
ク
ル
を
積
極
的
に
推

進
す
る
こ
と
が
不
可
欠
で
す
。

一
4
U
在
の
科
学
技
術
で
、
百
パ

i
セ
ン

王
ノ
ト
安
全
に
ご
み
を
最
終
処
分
で
き

る
と
は
一
言
え
な
い
以
上
、
自
分
の
居
住

す
る
地
区
に
最
終
処
分
場
が
建
設
さ
れ

る
こ
と
は
望
ま
し
い
こ
と
で
は
あ
り
ま

せ
ん
が
、
現
在
で
は
、
自
分
た
ち
が
排

出
し
た
ご
み
は
、
自
分
た
ち
の
行
政
区

域
内
で
処
分
を
完
結
す
る
こ
と
が
基
本

原
則
と
な
っ
て
い
ま
す
。

す
べ
て
の
人
聞
が
、
自
分
の
所

に
は
最
終
処
分
場
を
造
っ
て
欲
し

く
な
い
と
考
え
で
い
る
状
況
で
、

私
た
ち
が
な
す
べ
き
乙
と
は
何
か

を
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。
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窓口融扱時間等変更のお知らせ
このほど、伊予長浜郵便局が、普通郵便局から特定郵便局
に局桂変更となり、窓口及び、現金自動7質事、機 (ATM) の取

扱時間の一部が変わりました。~伊予長浜郵便局~

3 A TMの取扱時間の変更
I 変更前 丁~守一後
|金曜日 8:45-19:∞ 8:45 -1.8:00 

(その他の曜日はこれまでどうり)

肝ド恥惜別附川山戸cT~.~TTWl 昨日昨[:;:::I:::::{川主主主!認芳市罰対烹不評寸ド ULLL凶ヰぷぶ準認凶i 以巳J5

一一一一一人権作支ほか

新
庁
舎
で
の
業
務
開
始

七
月
七
日
刊
1

愛
媛
県
で
は
、
八
噛
浜
地
方
局
庁
舎

の
移
転
新
築
工
事
を
進
め
て
き
ま
し
た

が
、
こ
の
た
び
完
成
し
、
次
の
と
お
り

新
庁
舎
で
の
業
務
を
開
始
す
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。

一
新
庁
舎
で
の
業
務
開
始
回
一
七
月
七

日
(
月
)
か
ら

一
所
在
地
一
一
T

七
九
六
:
八
幡
浜
市
北

浜
一
丁
目
一
一
一
番
一
ニ
七
号

{
電
話
番
号
}
従
来
ど
お
り
(
位
。
八

九
四
l
一
一
一
一

I
四
一
一
一
)

糊
七
月
は
「
河
川
愛
護
月
間
)
で
す
一
一

覇

市

器

開

1
建
設
省
大
洲
工
事
事
務
所

1
総

鰐

議清
ら
か
な
水
の
流
れ
と
恵
ま
れ
た
何

川
:
・
。
近
年
、
都
市
化
の
進
展
等
に
よ

り
河
川
空
間
へ
の
住
民
の
期
待
は
高
ま

る
一
方
で
す
。

「
川
は
美
し
い
も
の
」
「
親
し
み
の

6Sh ⑧電話のご相談もお受けしますfi 089-945-2335 (直通)

交通事散
相談日:月曜から金曜午前9時半~12日寺

午後1時~4時40分(祝祭日を除く)

ご相談
。専門の相談員が親身になってご相談に応じます

。弁護士相談日:毎週木曜日午後1 時~4時

社団法人日本損害保険協会

松山自動車保険請求相談センター
松山市花園町1-3日本生命松山市駅前ビJレ6階松山調査事務所内trOB9←945-5500

あ
る
も
の
」
そ
ん
な
考
え
が
十
分
人
々

に
行
き
渡
る
よ
う
に
、
毎
年
七
月
を

「
河
川
愛
護
月
間
」
と
定
め
て
、
河
川

愛
護
の
思
想
を
広
げ
河
川
環
境
を
積
極

的
に
整
備
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
河
川

を
常
に
安
全
で
美
し
く
利
用
し
管
理
す

る
気
運
を
高
め
る
た
め
の
運
動
を
展
開

し
ま
す
。

運
動
は
、
「
水
辺
に
や
す
ら
ぎ
・
心

に
ゆ
と
り
」
の
標
語
を
下
に
、
建
設
省
・

県
等
で
様
々
な
行
事
が
予
定
さ
れ
て
い

ま
す
の
で
、
皆
さ
ん
の
積
極
的
な
参
加
・

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

二
人
ひ
と
り
が
愛
護
の
精
神
で
、

河
川
清
掃
等
に
積
極
的
に
参
加
し
て
、

み
ん
な
で
河
川
を
守
っ
て
い
き
ま
し
ょ

つ

がとよいた「とだ「まと「きてんましいたがをス
すら、 J か。そ、よだし、だていにいでか O おしの二
な言。 らタむ等己いた言い、た、まにけ O にた友寄
場つ O 休ッ亨え し。つじ らタしげ-rく~-=時だき
でてく んチヤま よほてま 、ツたて歪んザのちの
休くん でしふ L ろえく 7;- 0 チ。い芋が 2こ七は
んれが ななちち ぶ同れ~ 0 さぼれし、まと人じ
でた、 一 くれく時 7hi走とででめ 3

0 のに 田園圃圃曙圃園田島二品一一-ー園田国平1 んるは 、l干つ 1 す 、こ了 E

O でこ 瞳盟・.~:;1覇軍属ヨ盟i:.JiI醒豊富 がなもこ vくてお。ころ E

くすに 醤盟臨‘酒量島=轟轟轟晶圃臨認盟醒童書 近あつろはほに O おに
ん。こ づと O ん 1 くに 0 り

品 主いやさしい気もちが |ぞ号7て2主主人吉 Z
| うれしくて+=--}-~ "";>-...... --るん d思か しまイ木は ./ "1 ¥，1 ¥"，./ " '- 大

ないくぼたしみじトー一一一了 一寸かがくお

じ円ですみ。弓2tlfb学2年生 l z iヂぶ
な|司た 、 、 ぽわう I ( 8年度人権作文集より) I のけりに
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ふ
れ
あ
い
会
館
で
は
、
「
役
場
職
員

趣
味
の
作
品
展
」
と
題
し
、
次
の
日
程

で
童
日
や
写
真
、
そ
の
他
多
数
の
作
品
を

展
示
し
ま
す
。
皆
さ
ん
ご
近
所
お
誘
い

合
わ
せ
、
ぜ
ひ
ご
鑑
賞
下
さ
い
。

一
期
間
}
七
月
十
六
日
j

二
十
七
日

(
午
前
九
時
j
午
後
五
時
)

な
お
、
詳
し
く
は
ふ
れ
あ
い
会
館

(
E
五
二
l

二
二

C
)
ま
で
お
問
い

合
せ
下
さ
い
。

女
性
の
人
権
問
題

(
セ
ク
シ
ャ
ル
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト

等
を
含
む
)
に
関
す
る

十
二
時
間
電
話
相
談

一
相
談
内
容
}
た
性
差
別
・
家
庭
問
題

等
、
女
性
の
人
権
問
題
に
関
す
る
あ
ら

ゆ
る
相
談
(
無
料
・
部
密
厳
守
)

一
日
時
}
七
月
十
七

U
(
木
)
午
前
九

時
j
午
後
九
時

{
電
話
番
号
一
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル

C
一

二
0

0

二
五
五
五
O

一
椙
談
担
当
者
}
人
権
擁
護
委
員
、
弁

護
士
、
法
務
局
職
員

{
主
催
一
松
山
地
方
法
務
局
、
愛
媛
県

人
権
擁
護
委
員
連
合
会

放
送
大
学

平
成
九
年
度
第
二
学
期

(
十
月
侵
業
開
始
)
学
生
募

放
送
大
学
で
は
、
ビ
デ
オ
テ
ー
プ

(
テ
レ
ビ
)
、
オ
ー
デ
ィ
オ
(
ラ
ジ
オ
)

を
視
聴
し
て
学
習
を
行
い
ま
す
。

十
八
歳
以
上
の
方
な
ら
ど
な
た
で
も

入
学
で
き
る
ほ
か
、
一
ニ
百
以
上
の
畑
山

い
分
野
の
放
送
授
業
科
目
か
ら
、
興
味

に
応
じ
白
由
な
学
習
が
で
き
ま
す
。

(
一
科
目
だ
け
で
も
学
ぶ
こ
と
が
で
き

ま
す
。
)

一
募
集
学
生
}
O選
科
履
修
生
:
二
年

間
(
二
学
期
間
)
在
学
す
る
学
生

O
科

目
臆
修
生
・
:
半
年
間
(
一
学
期
間
)
在

学
す
る
学
牛

{
出
願
受
付
}
平
成
九
年
七
月
十
五
日

1
八
月
十
五
日

募
集
要
項
を
無
料
で
お
送
り
し
て
い

ま
す
の
で
、
次
の
と
こ
ろ
ま
で
は
が
き

ま
た
は
電
話
で
請
求
し
て
下
さ
い
。

{
お
問
い
合
せ
@
詰
求
先
一
愛
媛
地
蚊

学
宵
セ
ン
タ
ー
(
〒
七
九

O
松
山
市
文

京
町
三
愛
技
大
学
内
、
君
。
八
九
i

九
二
三
八
五
四
四
)
ま
で
。

※
放
送
大
学
ホ

l
ム
ベ

l
ジ
:
-
r
z

日
〕
今
、
巧
巧
者
己
巳
門
出
ロ
)
一
〕
¥
『
日
)

※
二
十
四
時
間
F
A
X
情
報
サ
ー
ビ

ス:・
O
凹
一
一
一
一
一
一
一
人
三
五
一

留守もω
 

P比
四

執
v

集c略'iJolt@"映
画
会
の
ご
察
内

ー
愛
媛
県
歴
史
文
化
博
物
館

1

愛
媛
県
歴
史
文
化
博
物
館
で
は
、
次

の
と
お
り
各
映
画
会
を
開
催
し
ま
す
c

休
日
の
ひ
と
と
き
、
ご
家
族
お
揃
い
で

ぜ
ひ
お
出
か
け
に
な
っ
て
み
て
は
い
か

が
で
す
か
。

一
期
日
・
上
映
作
品
名
一

七
月
十
二
日
(
土
)
j
O
ペ
リ
ー
の
来

航
(
一

O
分
)
O平
成
狸
合
戦
ぽ
ん

ぽ
こ
(
一
一
八
分
)

八
月
九
日
(
土
)
・

:
O杉
田
玄
白
と
蘭

学
(
一

O
分

)
O眠
れ
る
森
の
美
た

(
七
五
分
)

※
〈
玉
作
品
と
も
小
中
学
生
、
親
子
向
け

で
す
。
や
む
を
得
ず
、
内
容
等
一
部
変

更
の
場
合
が
有
り
ま
す
。

{
上
映
時
間
}
各
日
と
も
午
前
十
時
か

ら
と
、
午
後
二
時
か
ら
の
一
一
回
上
映
。

一
定
員
}
三
百
人

一
入
場
料
]
無
料

一
お
問
い
合
せ
}
愛
媛
県
歴
史
文
化
博

吻
館
(
宇
和
町
卯
之
町
四
二

i
二

宮

O
八
九
四
六
二
1

六
一
一
-
二
一
)
ま

で。
産
業
講
座
の
ご
案
内

i
県
総
合
科
学
博
物
館

i

愛
媛
県
総
合
科
学
博
物
館
で
は
、
郷

土
の
産
業
の
匹
史
や
現
状
に
つ
い
て
考

え
理
解
を
深
め
よ
う
と
、
次
の
と
お
り

講
曜
を
開
催
し
ま
す
。

一
内
容
(
教
室
名
)
}
愛
授
の
軽
便
鉄

道
i
歴
史
と
そ
の
痕
跡
i

一
開
催
日
時
一
七
月
二
十
七
日
(
目
)

ヤ コ、 Z一白、 8-'tj .主主

午
後
一
時
半
か
ら
一
一
一
時
ま
で

一
語
師
一
博
物
館
学
芸
員
藤
本
雅
之

{
申
込
方
法
}
往
復
は
が
き
に
希
望
す

る
教
室
名
と
円
時
、
自
宅
の
住
所
・
電

話
番
号
、
氏
名
(
学
生
は
学
校
名
と
学

年
も
配
入
)
を
記
入
し
て
中
し
込
ん
で

下
さ
い
。
(
一
枚
の
は
が
き
で
一
人
の

申
し
込
み
、
応
募
多
数
の
場
合
ほ
抽
選
)

一
締
め
切
り
一
七
月
十
七
日
(
必
着
)

一
お
問
い
合
せ
@
申
込
先
}
愛
媛
県
総

令
科
辛
博
物
館
振
興
課
企
画
普
及
係

(
干
七
九
三
新
居
浜
市
大
生
院
二
一
一
二

一
一
一
|
二
醤

O
八
九
七
四
C
l
凶一

O
五
)
ま
で
。
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一一一一福祉コーナーほか

耐
重
度
身
体
障
害
者
の
介
護
を
し
て

一
い
る
方
が
、
病
気
や
そ
の
他
の
理
由

一
に
よ
り
一
時
的
に
介
護
を
す
る
こ
と

一
が
で
き
な
い
場
合
、
身
体
障
害
者
を

一
時
的
に
身
体
障
害
者
更
生
援
護
施

一
設
に
入
所
さ
せ
、
介
護
者
の
生
活
の

一
安
定
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い

一
ま
す
。

一

O
入
所
の
要
件
は
?

包
重
度
身
体
障
害
者
の
介
護
を
行

う
方
が
、
病
気
・
出
産
・
冠
婚
葬

…
祭
・
事
故
・
学
校
等
の
公
的
行
事

へ
の
参
加
等
の
理
由
に
よ
り
、
居

一
宅
に
お
い
て
介
護
で
き
な
い
と
き

利
用
で
き
ま
す
。

一

O
入
所
の
期
間
は
?

原
則
と
し
て
七
日
以
内
で
す
。

一
O
費
用
負
担
は
?

飲
食
費
相
主
額
の
負
担
が
必
要

国
で
す
。

一

O
利
用
で
き
る
施
設
は
?

大
洲
ホ
l
ム
で
す
。

身

込
山
手
側
一
斡
葉
市
川
町
一

第
一
一
一
備
一
一
…
事
業
主
一

男
成
一
事
~
業

タ
ク
シ
ー
利
用

料
金
助
成
事
業

身
体
障
害
者
一
級
の
手
帳
を
受
け
一

て
い
る
方
等
が
タ
ク
シ
ー
を
利
用
す
-

る
場
合
に
、
そ
の
料
金
の
一
部
を
助
一

成
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
交
通
手
段
の
一

確
保
と
介
護
に
伴
、
っ
負
担
の
軽
減
を
一

図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

O
対
象
者
は
?

身
体
障
害
者
一
級
、
又
は
療
育
一

手
帳
A
の
手
帳
の
交
付
を
受
け
て
一

い
る
方
。

。
利
附
の
方
法
は
?

*
申
請
す
る
こ
と
に
よ
り
助
成
…

券
二
十
四
枚
が
利
用
で
き
ま
す
。
一

*
一
枚
の
助
成
券
に
つ
き
三
百
一

円
の
助
成
を
受
け
る
こ
と
が
で
一

き
ま
す
。

事
業
に
つ
い
て
の
詳
細
は
、
役
場
一

福
祉
課
町
民
福
祉
係
(
宮
五
二
一

一
一
一
〈
内
線
二
八
〉
・
伺
二

O
七
一

一
一
)
ま
で
お
気
軽
に
お
電
話
下
さ
い
。
一

マ功報
j

一

身
体
障
短
期
入
所
事
業

(
シ
ョ
ー
ト
し
え
↑
ケ
イ
事
業
)

事
業

介
護
を
必
要
と
す
る
在
宅
重
度
障
害

者
(
児
)
の
い
る
世
帯
に
対
し
、
住
宅

設
備
の
改
善
を
行
う
こ
と
に
よ
り
、
障

害
者
(
児
)
の
日
常
生
活
を
存
易
に
し

そ
の
行
動
範
囲
を
広
げ
、
自
立
更
生
を

促
進
す
る
こ
と
を
臼
的
と
し
た
事
業
で

す。。
対
象
者
は
?

一
級
又
は
二
級
に
該
当
す
る
身
体

障
害
者
(
児
)
の
い
る
町
民
税
非
課

税
世
帯
・
均
等
割
世
帯
の
方
。
た
だ

し
、
一
級
又
は
二
級
に
該
当
し
て
も
、

障
害
の
内
容
に
よ
っ
て
対
象
に
な
ら

な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

。
改
苔
で
き
る
範
囲
は
?

台
所
・
浴
室
・
便
所
・
洗
面
所
・

玄
関
等
身
体
障
害
者
(
児
)
に
と
っ

て
改
善
を
必
要
と
す
る
箇
所
。

。
補
助
さ
れ
る
金
額
は
?

基
準
額
(
百
万
円
)
の
範
囲
内
で
、

か
か
っ
た
経
費
の
三
分
の
こ
以
内
で

補
助
さ
れ
ま
す
。

テ
ー
マ
M
A
パ
ッ
ト
}

マ
ン
ガ
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
を
推
進

し
て
い
る
岡
山
県
川
上
町
で
は
、
第
七

回
吉
備
川
上
漫
画
グ
ラ
ン
プ
リ
の
作
品

を
募
集
し
て
い
ま
す
。
応
募
要
領
、
お

問
い
合
せ
等
は
次
の
と
お
り
。

一
応
募
資
格
}
①
ジ
ュ
ニ
ア
部
門
(
中

学
生
以
下
)
②
一
般
部
門
(
プ
ロ
漫
画

家
を
除
く
)

一
応
募
作
品
}
一
ア
I
マ
は
「
ベ
ッ
ト
」

で
、
一
コ
マ

i
四
コ
マ
ま
で
の
未
発
表

作
品
。
一
作
品
サ
イ
ズ
}
A
3
判
か
ら

B
5
判

の
ケ
ン
ト
紙
ま
た
は
画
用
紙
で
、
縦
横

!書名 著者

。面白く生きる心得 藤本義一

O植物風景 夏梅陸夫

目。踊る一遍上人 亀井 宏

:0家にいるのが何より好き岸本葉子

。源氏物語3 瀬戸内寂聴

~長浜町立図書館~です

自
由
。
一
締
め
切
り
一
平
成
九
年
九
月
十
日

(当
R
消
印
有
効
)

一
賞
}
大
賞
:
・
一
点
五
十
万
円
、
優
秀

賞
・
:
各
部
門
一
ぃ
口
…
ず
つ
各
二
十
万
円

(
そ
の
他
各
賞
有
り
)

{
お
問
い
合
せ
一
一
T

七
一
六

1
0
二
岡

山
県
川
上
郡
川
上
町
大
字
地
頭
一
八
一

九
l

一
・
川
上
町
役
場
「
吉
備
川
上
漫

画
グ
ラ
ン
プ
リ
」
係
(
宮

C
八
六
六
|

凶
八
ー
ニ
一
一

C
O
)
ま
で
。

玄くじの収益金は、私たちの街の公共事業に役立てられています。

椛
サマージャンポ童〈じ
1等・前後賞金わぜて

官鰭5冒000方問
発売期間7月霊盛田〈火)-証書用鶴田《重量》
(王Eづ壱車革審員l，260i!圏.f'ト42晶ニL":;::_.;_/トσコ'"歪<1
12帯一一---6，0曲万円一向 担 6本 1mせん日:8月 19白(火〉
】轄の嗣韻賞ーーー-4，!i凶万円担 -------252本 サマ ジャンホ宝くじは通信甑売でもお求め
官帽の組遍い寅ーー--10万円国ーーーーー -12，474本 でさまL どうぞご判用下品、副

234§事等有梅事ー一-一一一一一一一一ー一一一ーー一ー--210t3曲oeOo市曲万万円円円円ー一ー-ーーーR ーーー-ー“-ー-4ー-042ー-20ー400寸回因302600。本本2窓豚 ぉ問、、合わせ先 抽 103 3519棺6330707円3 

帽一一一------300Pl----…脚本 仕園都道府県[~!盟
ラッキーレジャ一貫ーーー -5万円------126，曲O本

本との広報事諜は財団法人骨田市町村振興協会の樺揮を得ていますh
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区長会・夏±つりほか一一一一

待遇薗畝

町体育館で行われた区長会総会

五
月
二
十
三
日
、
町
体
育
館
大
ホ
ー

ル
に
お
い
て
平
成
九
年
度
区
長
会
・
総

会
が
開
催
さ
れ
、
各
地
区
の
区
長
及
び

町
関
係
者
ら
約
百
五
ト
人
が
出
席
し
ま

し
た
。区
長
会
で
は
、
委
嘱
状
交
付
に
続
い

て
、
町
長
あ
い
さ
つ
、
区
長
会
要
望
な

ど
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
引
き
続
き
行
わ

れ
た
総
会
で
は
、
役
員
会
経
過
報
告
、

来
貨
祝
辞
が
行
わ
れ
た
後
、
平
成
九
年

度
の
予
算
や
努
力
目
標
な
ど
が
審
議
さ

れ
、
全
て
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

役
員
選
出
に
つ
い
て
は
、
五
月
七
日

に
体
育
館
会
議
室
で
聞
か
れ
た
区
長
会

役
員
会
に
お
い
て
改
選
が
行
わ
れ
、
会

新
任
)
と
久
井
貞
治
郎
氏
(
大
越
・
七

六
・
再
任
)
、
事
務
局
長
に
吉
岡
重
則

氏
(
長
浜
・
六
二
・
新
任
)
、
会
計
に

藤
測
季
志
叔
氏
(
長
浜
・
七
一
・
再
任
)

が
、
そ
れ
ぞ
れ
選
出
さ
れ
ま
し
た
。

な
お
、
今
期
の
区
長
会
役
員
は
左
記

の
と
お
り
で
す
。
(
敬
称
略
)

長
に
は
森
議
氏
(
白
滝
・
七
円
・
再
任
)
、

副
会
長
に
舎
鐸
栄
次
氏
(
長
浜
・
六
六
・

役員
(自 H9.4.1~ 至 IIl 1. 3.31) 

〈云長浜町区長

一|白一一滝
役 ~fix 氏 名 区 l 地区 支部 {支 1椛 氏 名 区 地区

i:;イ 長 本フ伝水之 i義 125小野6 理事(支部長) 松岡寛一 77 坂谷

長浜 副会長 金j畢栄次 18 長浜 櫛生 理 事 松田睦男 70 常水

大和 -'/ 久井貞治郎 138 大越 l ク 下坂信幸 83 両局松

lF浜 事務同長十 守岡主主則 8長浜 イシ 谷田代二 85 須沢仲奥

-'/ 

会 藤金i刻i畢季華志美叔
46 ク け川事里事(支部長事) 植村賢治的 坂本

理事(支部 次 18長浜
出海

酒城匡 91 出海奥

理 事 白石亀徳 7 " 理事(支部長) 久井貞治郎 138 大越

稲垣久時常夫 12 
大和
理事 小泉満子 99 前奥-'/ ク

イシ 水口 26 イシ 理事(支部長) 坂田宣夫 116 桜
長浜

武田剛 33
豊茂
盟事

松佐々田木英文丸也
111 下" イン

" 竹内時二郎 38 " 理事(支部長) 122 白滝3
日喜一一通イシ 井土邦敏 50 理事 岡野勝敏 126 須合田

/， 中川喜代志 152 沖浦 白滝 今 宇都宮正利 130 大平

今坊
理事(支部長) 藤堂鞍 60 

大谷減口! 
今 吉本武夫 147 道上

理事 宮田重仲 62 日ノ 今坊 i監 事 山根勇一 61 今坊浜

出海| ク 坂本仔一 87 土居

夜

一

い

い

日

~

む

つ

ー

い

i

f

i

E

|

|

」

一

吋

曜

ロ

し

て

9
時

pu
一

|

い

い

け

い

い

|

二

司

土

ン

楽

れ

月

6

ド

一

一

一

一

リ

一

一

一

複

ら

サ

、

さ

8
後

物

一

一

一

十

時

一

一

一

耀

ゆ

札

壮

古

吟

件

ι一
日
二
一
一
比
一
一
一

盆

ぽ

じ

ペ

マ

ヵ

心

ι一
し

一

子

、

つ

〓

二

恥

脈

口

コ

土

喧

ん

日

日

止

右

一

生

一

U

一
弘
一

U

一.

j
一
月
す
い
U

齢
三
回
曜
中
注
一
モ
ケ
一
山
会
一
一
悌
一
土
同
二

欝

7
ま
街
各
く
月
土
時
間
一
寸
一
一
ド
小
村
一
対
一
吋
日
υ
二

…一J

、
り
酌
や
た

7
週
天
計
一
コ
一
の
一
J

ゴ
土
問
一

fλ
一一一

札

一

も

ま

斎

街

が

1
毎
雨
前
一
仕
一
桔
一
つ
け
一
計
一
昨
A
一一

言

理

一

紙

↑

寅

一

ヒ

カ

一

ι
一つ

ι三
回

一

一

年

始

町

庖

物

。

聞

の

)
H
I
V
山
t
I
4小
村

山

一

瀦
今
が
本
商
し
す
期
で
時
長
一
川
一
昨
一
川
一
川
一
川
一
一

市

ド

催

ま

【

ま

9

長
「
山
ト
附
l
「
川

;
8ト
山
L

一

川
f

h

M

L

話
古
川
翻
騨
?
?
一
一
輪
選
一

一

ザ

つ

な

に

o

海

の

血

て

出

額

韓

日

¥

十

点

齢

、

一

定

ま

「

た

す

の

ポ

パ

割

れ

お

麓

醤

騨

瀞

円

相

L

w

f

J

一

ま

夏

も

新

ま

で

坊

さ

で

繍

機

購

ふ

γ幻
惑
ミ

E

寝
青
山
崎
M
2
u
L
J
j一料品一

時

た

ミ

り

催

、

民

シ

が

そ

い

V

い

j

ふ
一
ド
畿
一

誠

つ

一

つ

開

は

町

謡

か

お

〈

f
一
一
、
三
三
選
一

港

な

ネ

ま

に

容

、

歌

ほ

族

ぃ

九

三

円

計

九

??¥λyh京
一

は

と

、

夏

日

内

り

&

会

家

。

、

v
a
M溝
桝

W
ろ
長
一
一

、2

例

は

橋

2
な

つ

線

大

ご

い

ベ

ム

詑

鴻

J
J一一
V
Tー
絞
由

正

恒

年

赤

月

主

ま

味

火

c

さ

一

一

r
J
L醗
縛
齢
贈
総
融
臨
耕
一

円

今

ま

8

場

一

ニ

花

す

下

丘

町

一

一

二

一

ヘ

↑
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研修に参加された皆さん

加
工
場
は
、
給
食
セ
ン

タ
ー
を
改
造
し
て
出
来
た

と
の
こ
と
で
、
加
工
場
が

で
き
る
ま
で
に
は
、
女
性

の
大
変
な
熱
意
と
努
力
が
あ
っ
た
だ
ろ

う
と
感
じ
ら
れ
ず
に
は
い
ら
れ
ま
せ
ん

で
し
た
。
な
に
し
ろ
、
行
政
ま
で
も
動

か
し
た
の
で
す
か
ら
。
女
性
の
積
極
的

な
意
見
と
活
動
が
反
映
さ
れ
た
結
果
で

の
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。

最
近
、
地
域
の
農
産
物
を
使
っ
た
特

産
品
づ
く
り
が
盛
ん
に
行
わ
れ
て
お
り
、

こ
う
し
た
特
産
品
開
発
が
生
産
者
と
消

費
者
と
の
ふ
れ
あ
い
の
場
と
な
り
、
生

産
販
売
に
携
わ
る
人
た
ち
の
生
き
甲
斐

や
能
力
発
揮
の
場
と
も
な
っ
て
い
る
と

の
話
を
聞
き
、
私
た
ち
も
同
感
だ
と
思

い
ま
し
た
。
交
流
会
の
後
、
加
工
場
を

視
察
い
た
し
ま
し
た
が
、
大
型
オ
ー
ブ

ン
や
自
動
す
り
味
噌
機
、
年
中
味
噌
が

作
れ
る
よ
う
に
と
味
噌
を
ね
か
せ
る
こ

と
の
で
き
る
加
工
機
材
等
が
あ
り
、
私

た
ち
に
と
っ
て
は
羨
ま
し
い
ば
か
り
で

し
た
。現
在
、
朝
倉
村
に
は
三
つ
の
生
活
改

善
グ
ル
ー
プ
が
あ
り
、
会
員
二
十
六
人

で
地
域
の
農
産
物
を
素
材
と
し
た
料
理

や
加
工
品
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
お
り
、

今
で
は
、
味
噌
、
霞
頭
等
を
販
売
す
る

ま
で
に
な
っ
て
い
る
そ
う
で
す
。
特
に
、

三
年
前
に
オ
ー
プ
ン
し
た
朝
倉
村
「
臼

坂
ふ
る
さ
と
交
流
館
」
で
は
、
味
噌
、

五
月
十
六
日
、
長
浜
町
生
活
改
善
グ

ル
ー
プ
連
絡
研
究
会
の
皆
さ
ん
に
よ
り
、

越
智
郡
朝
倉
村
へ
の
視
察
研
修
が
実
施

さ
れ
ま
し
た
。

参
加
さ
れ
た
グ
ル
ー
プ
の
皆
さ
ん
か

ら
、
そ
の
概
要
や
感
想
を
い
た
だ
き
ま

し
た
の
で
ご
紹
介
し
ま
す
。

lレ

フ

高
速
道
路
を
走
る
こ
と
二
時
間
あ
ま

り
で
、
目
的
地
の
朝
倉
村
加
工
場
に
着

き
、
早
速
、
今
治
中
央
地
域
農
業
改
良

普
及
セ
ン
タ
ー
や
生
活
改
善
グ
ル
ー
プ

の
方
々
に
、
生
活
改
善
グ
ル
ー
プ
の
活

動
状
況
や
加
工
場
の
建
設
経
過
な
ど
に

つ
い
て
説
明
を
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

一一一紹介コーナー

鰻
頭
を
は
じ
め
、
花
や
野
菜
等
、
特
産

品
が
販
売
さ
れ
て
お
り
、
行
政
園
町
民
・

グ
ル
ー
プ
の
力
の
結
集
の
成
果
で
あ
る

と
感
心
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。

今
回
の
、
交
流
会
、
加
工
場
・
交
流

館
の
視
察
研
修
で
は
と
て
も
多
く
の
こ

と
を
吸
収
す
る
こ
と
が
で
き
、
私
た
ち

グ
ル
ー
プ
の
夢
も
広
が
り
大
変
充
実
し

た
一
日
で
し
た
。長浜圏碁愛時金(囲碁)

に二内 動と有に親た四豊
三十全現をを意、睦も十氏当
回九域在続モ義余をの年の会
沖人に、けツに暇図でに発は
浦おわ会てト過をる、結案
りた員い l ご楽と会成で故
高、りは主にすしと員さ昭大
齢週 町九活こくものれ和野

者
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
に
集
ま
り

練
習
を
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
大
会
と

し
て
は
、
年
間
に
新
春
囲
碁
大
会
と
夏

季
囲
碁
大
会
の
二
回
開
催
し
て
お
り
、

町
内
外
か
ら
多
数
の
参
加
者
を
得
て
い

ま
す
。囲
碁
は
、
そ
の
一
手
一
手
を
打
つ
こ

と
自
体
が
脳
の
活
性
化
に
大
き
な
効
果

を
も
た
ら
す
こ
と
な
ど
を
は
じ
め
と
し
、

趣
味
と
し
て
、
芸
術
と
し
て
、
さ
ら
に

は
精
神
修
養
と
し
て
も
、
余
暇
の
有
効

利
用
に
は
と
て
も
す
ば
ら
し
い
文
化
活

動
で
す
。

囲
碁
の
で
き
る
方
、
や
っ
て
み
ょ
う

か
な
と
思
っ
て
い
る
方
、
初
心
者
の
方

で
も
大
歓
迎
で
す
。
私
た
ち
と
一
緒
に

囲
碁
を
楽
し
ん
で
見
ま
せ
ん
か
。
遠
慮

な
く
ご
連
絡
下
さ
い
。

一
練
習
日
@
時
間
}
毎
週
月
・
水
・
金

曜
日
(
午
前
九
時
j
午
後
五
時
)

{
練
習
場
所
一
長
浜
町
高
齢
者
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
(
沖
浦
)

{
連
絡
先
一
藤
岡
喜
代
夫
(
宮
五
二
it--

一
O
五
八
)
ま
で

一
会
員
一
大
平
貞
諒
、
石
川
仁
、
松
本

正
志
、
藤
枝
広
美
、
浜
村
市
太
郎
、
一

色
壮
一
、
黒
田
教
示
、
宮
同
士
口
蔵
、
島

田
征
夫
、
藤
岡
喜
代
夫
、
久
保
好
明
、

中
田
正
直
、
谷
岡
照
基
、
美
野
石
士
口
、

垣
見
芳
彦
、
清
水
喜
久
次
、
石
田
文
男
、

生
田
俊
道
、
松
井
道
藤
、
菊
地
惇
、
清

水
三
喜
栄
、
大
元
宗
一
、
谷
井
裕
、
石

内
宗
繁
、
福
島
正
一
郎
、
塚
木
康
正
、

鎌
田
彦
市
、
畑
山
伊
佐
夫
、
西
尾
満
也毎年開催される夏季囲碁大会
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笛
太
鼓
の
音
も
軽
や
か
に

ー
斎
藤
山
祭
り

1

五
月
二
十
五
日
、
斎
藤
山
山
頂
に
お

い
て
斎
藤
山
祭
り
が
開
催
さ
れ
た
。

こ
の
祭
り
は
、
昭
和
六
十
三
年
か
ら

毎
年
五
月
に
行
わ
れ
て
い
る
も
の
で
、

今
年
は
第
十
回
の
節
目
の
年
に
当
た
る

た
め
、
石
鎚
神
社
武
智
名
誉
宮
司
直
筆

に
よ
る
「
真
心
」
の
二
文
字
を
刻
し
た

記
念
碑
の
除
幕
も
行
わ
れ
た
。

薫
風
香
る
中
、
神
楽
の
太
鼓
や
笛
の

音
と
と
も
に
林
立
す
る
の
ぼ
り
旗
が
お

祭
り
ム

l
ド
を
盛
り
上
げ
、
約
三
百
人

の
人
出
で
賑
わ
う
会
場
は
、
終
日
歓
声

に
包
ま
れ
て
い
た
。

町
民
の
広
場
で
花
づ
く
り

j
は
ま
ゅ
う
会
j

五
月
二
十
五
日
、
町
民
の
広
場
の
花

壇
で
、
色
と
り
ど
り
の
草
花
が
軽
や
か

ち
ょ
っ
と
こ
わ
か
っ
た
か
な
?

の
五
日
間
、
ふ
れ
あ
い
会
館

で
第
二
十
四
回
さ
っ
き
展
示

会
が
開
催
さ
れ
た
。

今
回
出
展
さ
れ
た
さ
っ
き

は
、
町
内
愛
好
者
及
び
一
般

参
加
者
分
な
ど
約
七
十
鉢
。

会
場
で
は
満
聞
を
迎
え
た
さ

っ
き
の
花
が
、
我
こ
そ
一
番

と
ば
か
り
に
そ
の
美
し
さ
を
競
い
合
っ

て
い
た
。

開
催
期
間
中
の
士
圃
日
曜
日
に
は
、

お
茶
、
パ
ザ
l
、
さ
っ
き
即
売
な
ど
の

各
コ
ー
ナ
ー
も
設
け
ら
れ
、
訪
れ
た
人

た
ち
は
、
会
場
を
包
む
さ
っ
き
の
香
り

に
誘
わ
れ
、
そ
の
歩
み
を
ゆ
っ
く
り
と

進
め
な
が
ら
鑑
賞
し
て
い
た
。

に
初
夏
の
風
に
な
ぴ
い
て
い
た
。

現
在
こ
の
場
所
で
は
、
は
ま
ゅ
う
会

(
山
口
恒
子
会
長
・
会
員
十
三
人
)
の

皆
さ
ん
を
中
心
に
、
四
季
を
通
じ
て
の

自
主
的
な
花
ε

つ
く
り
が
続
け
ら
れ
て
お

JJ 

J与{k:<eフ

きれいに整備されている花壇

り
、
よ
く
手
入
れ
さ
れ
た
花
壇
に
は
、

ア
ジ
サ
イ
や
ユ
リ
、
マ
ツ
バ
ギ
ク
な
ど

数
百
種
の
草
花
が
育
て
ら
れ
て
い
る
。

「
花
は
も
ち
ろ
ん
き
れ
い
だ
が
、
ゴ
ミ

の
投
げ
捨
て
が
少
な
く
な
っ
た
の
が
何

よ
り
で
す
」
と
山
口
会
長
。

七
月
に
は
、
「
は
ま
ゅ
う
」
が
赤
橋

観
光
や
散
策
に
訪
れ
る
人
た
ち
を
や
さ

し
く
出
迎
え
て
く
れ
そ
う
だ
。

心
な
ご
む
さ
っ
き
の
香

1
第
二
十
四
回
さ
っ
き
展
示
会
1

五
月
一
二
十
一
日
か
ら
六
月
四
日
ま
で

高

よ直

iE 
FE 

裏
の
田
に
う
る
さ
く
鳴
け
る
蛙
の
こ
え

孫
等
起
き
出
て
ジ
ュ
ー
ス
を
ね
だ
る

大

津

邦

子

退 枚朝 朝毎「一一-一一一一一一一一_..-一一一一一一一_.._.._.._.._.一一一一一-"-"，

職 で々 昼日irl第3団長浜町健康フェスティパjレ¥角度からの再診断に臨んでいた。 i
者 二に 晩を!l ，，~~ ~~.::~~.--.~ I~'~II: ~ : ~~ ~ . .， ~ ) また、屋外では穏やかに晴れ渡っ l
総 反田 の床I~健康は豊かな町の合言葉~ ノ た青空の下、嵐展望公園を往復する i
会 人ん 食に! 5月 25日、ふれあい会館で第 3回 ウオークラリーが行われ、家族連れ!
今畝ぼ事暮i -
年 也見 もらl長浜町健康フエスアイパルが開催さ など子どもからお年寄りまで約90人 l
は東 廻久楽しiれ、町内外から約 5百人が会場を訪が参加した。
河 る してlれた。 一緒に参加した仲間と話をしなが
辺 二保 うi 会場となったふれあい会館ギャラ ら歩く人、黙々とマイペースで歩く
に 人 つ!リーには、健康に関する相談コーナー 人などそれぞれが約 7kmのコース
て利 しシ 全lやパネルコーナーをはじめ、健骨度で気持込のいい汗をかいた O
一 てゲ弓 1
年子 十子 う!や体脂肪率を測る体験コーナー、さ 特別講演
振 三 ら|らに健康食試食、国民健康保険、生 「人生を楽しく健康で豊かに生きるJ

活環境展、各種即売や健康ウルトラ ~ケーシ 高峰氏が講演~
の老 て膝iクイズなどの多彩なコーナーが設け 午後からは、テレ
実木 ゆ関iられ、訪れた人たちは、自分の健康 ピなどでおなじみの
含の く唾|について、日頃気になるいろいろな 俳優、ケーシー高峰
子枯 時病i糊離部:マ榊欄醐鞠れ献酬氏による「人生を楽止れ 間t;l壇轟奪三 選議韓韓議選信騨
え残 を足!遷議給過騒欝曾譲麓髄轟長謡選 しく健康で豊かに生
コり かか]議轟鞭議機襲撃麟瞬 きる」と題した講演
た万けば1議議轟轟;き議選議き議議議番号繋韓議 が行われた。
る でいi襲欝奪三 i!総長子走湾附¥一滋議議 訪れた人たちは、 ケーシー高峰氏の講演

ド 自壊率開 譲論そのユーモア溢れるトークと場内を
長ミ議 『喝ヤト町 ;蓑議議選 巧みに平iJ用した講演術に、思わず顔にナ の t 総会開鰹 ~ 議験禁震

数ガ 竹i討議論 A ムー付 時識 をほころばせながら楽しく健康的な
ふヨ を1 血圧測定にのぞむ参加者 ひとときを過ごした。
梅 立」日一.._.._.._..-一一一..............._.._一一一一日一一一一一一一一一一一一・」

咲き誇るさっきを鑑賞する来場者

り
に
会
え
る
喜
び
藤

岡

喜
代
夫

村

上

テ

ル

子

ケ
ー
シ
ー
高
峰
招
き
特
別
講
演
爆
笑
爆

笑
で
時
間
忘
る
る

山

i萱

男

口
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カ
ル
ス
ト
に
新
芽
萌
え
る
大
草
原
陽
に

向
ひ
て
両
手
差
し
延
べ
渡

辺

ス

マ

子

H
大

和

小

学

校

H

百
円
九
の
夜
に
花
火
の
ご
と
く
と
ぶ
ホ
タ
ル

五

年

内

村

春

香

杭
同
の
後
晴
れ
て
す
っ
き
り
夏
の
空

五

年

矢

野

誠

二

ひ
ま
わ
り
が
空
を
見
上
げ
る
夏
の
空
下
須
戒
の
矢
野
和
子
さ
ん
(
五
九
)

五
年
吉
村
知
代
は
、
平
成
九
年
四
月
七
日
付
け
で
民
生
白

雨
の
日
に
あ
じ
さ
い
一
輪
咲
い
て
い
る
児
童
委
員
と
し
て
委
嘱
さ
れ
、
六
月
の

五

年

仲

田

麻

耶

民

生

委

員

協

議

会

定

例

会

の

席

上

、

そ

い
い
季
節
ハ
ト
も
喜
び
飛
び
ま
わ
る
の
委
嘱
状
が
交
付
さ
れ
ま
し
た
。

五

年

宇

都

宮

慶

晃

民

生

・

児

童

委

員

の

役

割

は

、

社

会

春
風
に
ふ
か
れ
飛
ん
で
く
綿
毛
か
な
奉
仕
の
精
神
で
、
地
域
社
会
の
生
活
に

六
年
信
一
円
旦
美
困
一
っ
て
い
る
世
帯
・
身
体
障
害
者
寝

春
風
に
乗
っ
て
に
お
、
つ
は
み
か
ん
花
た
き
り
老
人
・
母
子
父
子
世
帯
等
に
対

六

年

三

宮

札

憲

す

る

相

談

や

、

児

童

に

関

す

る

活

動

へ

雨
が
ふ
る
待
っ
て
ま
し
た
と
カ
エ
ル
鳴
の
協
力
等
で
す
。

く

六

年

日

野

ひ

と

み

な

お

、

矢

野

さ

ん

の

担

当

地

区

は

、

恥
大
木
(
大
樹
)
の
よ
う
に
、
大
き
く
逗
し
〈
育
っ
て
欲
一
五
月
十
二
日
、
京
京
で
聞
か
れ
た
第

細
川
し
い
と
の
願
い
を
込
め
て
友
問
と
名
前
を
付
け
ま
し
た
。
一
十
六
回
全
国
民
生
委
員
児
童
委
員
大

岨
し
元
気
で
や
さ
し
い
子
に
な
り
て
欲
し
い
と
思
っ
て
い
ま
す
の
一
会
に
お
い
て
、
長
浜
町
民
生
児
童
委
員

国

J
r

何十
¥
f
L絞
j
Jご
ツ
一
人

γ
~
j
i
~内
}
れ
一
協
議
会
は
、
会
の
運
営
に
卓
越
し
社
会

ゃ

γ九
議

ぷ

£

¥

主

設

さ

福

祉

に

関

す

る

活

動

が

特

に

顕

著

で

あ

っ

7-
一J
繁

華

九

¥
k
h
~汚
生
回

ち

J
ヘ

¥

ぺ

撃

や

一

目

一

た

功

績

に

よ

り

、

全

困

民

生

委

員

児

童

麟

耕

一

心

樹

齢

懇

網

開

5
一
委
員
連
ム
口
会
会
長
か
ら
表
彰
さ
れ
ま
し

き

憲

話

番

子

i

j

j

k

警

縫

い

鎖

線

機

・

4
#
E

鱗
議
週
一
一
ぺ
一
一
一
一
一
一
ν
炉
、
弘
鏑
ゲ
ト
J
一

7
E
ん
」
。

1
1
E
 

A

J

 

d

i

ゑ謡歌
J
i
r
J
F
M
一7

一
一
平
一

一

池

(

父

H

直

行

さ

ん

母
H

敬
子
さ
ん
)
一

市
市
の
中
で
え
さ
を
ほ
し
が
る
つ
ば
め
の

子

六

年

池

田

慎

初
夏
の
日
に
海
に
飛
び
こ
む
子
供
か
な

六

年

奥

野

瑞

輝

矢
野
和
子
さ

1
民
生
@
児
童
委
員
を
委
嘱
1

一一一一表彰@一歳です

九
八
区
・
九
九
区
・
一
五
三
区
・
一

O

O
区
・
一

C
一
区
一

O
二
区
で
、
任

期
は
平
成
十
年
十
一
月
三
十

H
ま
で
で

す
。
お
気
軽
に
ご
相
談
下
さ
い
。

人
権
擁
護
委
員
に

曹

辛

子

さ

ん

六
月
一
日
付
け
で
、
下
須
戒
の
菅
幸

子
さ
ん
(
六
四
)
は
、
法
務
大
臣
か
ら

当
町
の
人
権
擁
護
委
員
に
委
嘱
さ
れ
ま

し
た
。

員
協
議
会

児
童
委
員

会
長
表
彰

1

水
沼
和
弘
さ
ん

1
統
計
功
労
者
で
表
彰

1

五
月
三
十
七
日
、
袋
媛
県
庁
で
開
催 矢野和子さん

さ
れ
た
統
計
協
会
総
会
の
席
よ
、
櫛
生

の
水
沼
和
弘
さ
ん
(
四
一
二
)
は
、
統
計

業
務
及
び
統
品
目
協
会
事
業
に
功
績
の
あ
っ

た
こ
と
に
よ
り
、
愛
媛
県
統
計
協
会
統

計
功
労
者
表
彰
を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

をk
る
会

1
長
浜
防
犯
功
労
団
体
表
彰
f

ー

中
野
茂
一
明
司
さ
ん

ー
県
防
犯
功
労
芥
去
彰
i

こ
の
ほ
ど
、
長
浜
の
子
ど
も
を
み
ん

な
で
育
て
る
会
(
山
中
高
光
会
長
)
が
、

永
年
に
わ
た
る
組
織
的
な
防
犯
活
動
や

青
少
年
の
健
全
育
成
活
動
な
と
に
功
績

が
あ
っ
た
こ
と
に
よ
り
、
平
成
九
年
麿

防
犯
功
労
県
防
犯
協
会
連
合
会
長
表
彰

を
、
ま
た
長
浜
の
中
野
茂
明
さ
ん
(
六

櫛
生
活
J

十

優

勝

1
郵
便
局
長
杯
夕
日
ヴ
ゲ
;
大
会
1

五
月
一
一
十
円
、
町
民
運
動
場
で
第
寸

二
田
町
内
郵
便
局
長
杯
争
奪
ク
ロ
ッ
ケ
1

大
企
が
開
催
さ
れ
、
町
内
科
地
域
の
愛

好
者
百
八
人
(
一
一
寸
九
チ
l
ム
)
が
参

加
し
数
々
の
好
ゲ
ー
ム
が
展
開
さ
れ
ま

し
た
。な
お
、
結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

一
優
勝
}
和
生
②
チ
l
ム

一
準
優
勝
}
戒
川
③
チ
l
ム

凶
)
が
、
少
午
位
一
一
察
協
同
員
と
し
て
防

犯
・
非
行
防
止
活
動
に
功
績
が
あ
っ
た

こ
と
に
よ
り
、
大
洲
地
区
防
犯
協
会
長

大
洲
警
察
署
長
連
名
表
彰
を
、
そ
れ
ぞ

れ
受
賞
さ
れ
ま
し
た
の

五
月
二
十
八
日
、
大
川
市
で
平
成
九

年
度
大
洲
地
区
防
犯
協
会
通
常
総
会
が

開
催
さ
れ
、
開
会
式
の
席
上
そ
の
表
彰

式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

賞状を受けられる山中会長受賞された中野さん

{
第
三
位
}
黒
田
①
チ
l
ム

入賞された皆さん
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目
標
額
を
大
幅
に

達
成
で
き
ま
し
た

1
森
林
と
緑
の
募
金

推
進
協
議
会

印刷 (布岸本印刷

緑
の
募
金
期
間
(
四
月
二
十
三
日
か

ら
五
月
三
十

一
日
)
に
寄
せ
ら
れ
た
募

金
は
、
目
標
額
の
三
十
一
万
円
を
上
回

る
三
十
四
万
九
千
七
百
五
十
九
円
と
な

り
、
財
団
法
人
愛
媛
の
森
林
基
金
に
納

付
し
ま
し
た
。
ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

こ
の
募
金
は
、
森
林
資
源
、
緑
資
源

の
維
持
、
造
成
、
緑
の
少
年
団
の
育
成

等
に
活
用
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま

す。

平成9年7月1日発行平成 9年 7月号広 報ながはま

「・一一-一一-一一-一一-一一-ーー-ー一-一一-一一一一-一一-一一・寸

! 扇風機!剥察機首長怒 川 i 
! 以 N問機議場3畿自題点検をア..................I 
| そろそろ扇風機が活ーする季節。安全 に使う|
ために十分な点検を行いましょう 。羽根の回転

やモー タ一部の熱、ニオイ、音などに異常があっ

たら、次のチェックを。

①プラ グが抜けていないか。②タイマ一つまみ

が「切」 になっていないか。③ガードが変形 し

ていないか。④ガードや羽根の取り付けがゆる

んでいないか・・・など。

それで も異常があ

れば、発煙 ・発火の

恐れがあ りますので、

す ぐにプ ラグを抜い

て使用を中止 して下

さい。再使用の際は、

必ず販売庖等にご相

談下さい。

お
誕
生
お
め
で
と
う
H

5
月
届
出
分

(敬
称
略
)

住

所

子

の

氏

名

保

護

者

名

海の日
( 7月20日)

富
永
石
井

自告ミ委是り
輝 き央ぉ

俊
勇 二 ~制日本電機工業会~

L・一一一一一一一一・ー一一一一一一一一一一一一一一一...J

櫛仁戒

生 久 川

浮大原
井 津 田

泰幻~~責主
賀がE軍魯弘2

裕正一
紀 行美

者争

お
〈
や
み

5
月
届
出
分

(
敬
称
略
)

住

所

氏

名

死

亡

時

年

齢

浜浜浜浦生

岡水井

ス
ミ
ヨ
(
九
四
)

忠

(七
一ニ)

静

子

(七
九
)

ト
シ
ヱ

(九
二
)

マ
ス
ヱ
(
七
六
)

善

=
二
八
九
)

松
見
(
八
九
)

セ
ツ
コ
(
八
四
)

ギ
(
九
四
)

長

浜
下
須
戒

櫛出T長長長柴下
須
戒

櫛

生
出

海

坂上岩小岩新宮清中

本 川 井野城

ス

7月の声を聞くと、今年もはや

後半を迎えたのかと感無量。 梅雨

が明けると、 中旬から 8月にかけ

て最も夏らしくなる。豪快な雲 の

峯の下、海に山 に躍動的な人間模

様が繰り広げられる。学校は 7月

20日から 8月末日まで夏休みに入

札教育は家庭教育に移行する。

昨今、新聞紙上は子女殺害で埋

まり、家族・学校・社会の人々を

震 え上がらせている。各家庭も学

校も社会も一体となり、事故防止

と子どもたちの健全な生活を守 ら

ねばならな11'0夏休みの計画も子

どもたちとの対話で楽しいものに

したい。

7月 は 1日が山聞き ・海聞き 、

7日は七夕、15日はお盆、 20日は

海の日と、家族の紳を深める好機。

加えて郷土愛の養成の好機でもあ

り、楽しい夏休みにしたいもの。

山登りと植物や動物の採集、海水

浴と貝の標本作り、時には親子で

社会奉仕、地域総出のスポーツ等

など、来斤鮮な夏休みの演出を家庭 ・

学校 ・社会が一体となり事故根絶

を期待したい。

官庁も、財政改革によ り福祉へ

のしわ寄せも甚だしく、社会保障

費・公共事業費の圧縮や国保の 問

題と 、地方行政の転換期。官民一

体となり、住みよく豊かな町づ く

りを望 む。

数

人口をふやしま しょう

5月末現在 前月 との比較

10，440人 12人増

人 口 (男 4，936人) (男11人士曽 )
女 5，504人 女 1人増

世帯数 3，696世帯 5世帯増

帯世口人


